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Q1:回答者のご身分

A 0本
5%

B 1～5本
41%

C 6～10本

D 11～15本

E 15本以上
13%

Q3:最近1ヵ月で閲覧できなかった論文

数
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A 何もしない

B トランザクション（エルゼビア回数券）を利用する

C 出版社のサイトで支払い手続きをして電子版を入手する（Pay Per View）

D インターネット上の機関リポジトリや著者のサイトを探して電子版を入手する

E 図書館のILL（複写申込）を利用して入手

F 図書館や研究室にある冊子体を利用する

G 知り合いの研究者同士のやりとりで入手する

H 著者や共著者にメールやSNSで直接リクエストする

I 製薬会社など出入りしている企業等の営業に入手を頼む

J その他
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Q4:論文がすぐ見られなかった場合の行動

A 1～2誌
12%

B 3～5誌
34%

C 6～10誌
32%

D 11～15誌

E 16誌以上
6%

F ない（タイトルはあ

まり重要視しない）
12%

Q5:日頃利用している（お気に入りの）タイトル

数

滋賀医科大学海外電子ジャーナル整備状況満足度調査の集計結果
アンケート実施期間：平成30年9月27日～10月19日 対象者：学内全構成員 回答者数：128名

3%

37%

38%

Q6:本学の整備状況についての満足度

A とても満足 B やや満足
C やや不満 D 不満

41%

49%

10%

Q7:今後の海外電子ジャーナル整備の方向性について希望すること

A 現在の購読水準（タイトル数）以上の整備が必要

B せめて現在の購読水準（タイトル数）を維持してほしい

C 現在より購読水準（タイトル数）が下がっても、他の研究費を削ってまでは整

備する必要はない。

A 週に3～4回
44%

B 週に1～2回
25%

C 月に1～2

回

D 年に数回

程度

E 利用した

ことがない
8%

Q2:利用頻度

Q8：ご意見（抜粋）

・少なくともIFの高いジャーナルは読める環境であってほしい

・Nature, Science, Cellや、その姉妹紙やレビュー紙はよく読まれるので、確保してほしい。

・研究に必要な論文だけ、その都度手に入れられるようにした方が費用が安くつく気がする

・他大学と共同で整備することはできないのか？

・他大学と比べてタイトル数は少ないと感じる

・・・


